
瓊林49~100号を巡る 世界･学部･瓊林会の動き

(1)｢瓊林｣(49-100号の52冊)を読む事は、前世紀末25年間の｢瓊林会｣を回顧する事になった。

先ずは「前世紀の『瓊林』を巡る世界･学部･瓊林会の動き」をご覧頂きたい。

毎年の5月･12月に編纂された52冊が世間のどんな時流を背景に刊行されたか。要約すると次の流

れとなる。

(2) 20世紀末(1976/12~2002/5)の世界では(1977/78)年に日中･米中国交回復があり、中曽根政

権~プラザ合意(85/9)～チェルノブイリ原発~ブラックマンデイ(87/10)～バブルを経て平成

(1989)に入る｡それから、阪神大震災～サリン事件､山一・北海道拓銀の破綻～バブルの公的処理

~日経GNPマイナス成長～小泉ポピュリズム～介護保険発足・拉致家族一部帰還が続く。今世紀

に入るとユーロの発足･介護保険制度の導入・世界同時テロ･紐育貿易センターの崩壊(01/9)･地

球環境サミットがあった。

(3)学部では新校舎竣工(1971/3)のあと、体育館･扶揺会館･大講義室が落成し､長崎大水害が発生

する｡

巷に斜陽を噂された母校で、懸案の学部大学院開設は遅延を重ね、1977(S52)年瓊林会の発議以

降、18年を経た1995(H17)に漸く実現する。その間､母校は商短大廃止を含む学科･コース･教科

の再編成を繰返す。

大学院問題の背景には､遠くは片淵校舎の反対決議(1964)の余波から、保田学長の大学移転統合

案･学部教官の大量転出、政治が絡んだ文部省と長崎大学側の確執などが重なり､苦難の歴史を歩

んだ。

(4)瓊林会の動きも上記に呼応するが、本表では｢創立70/80/90年記念式典｣｢同記念募金｣､｢瓊林

友の会｣｢瓊翠会｣の発足、本会独自の｢大学院設置期成会｣＊学部を考える三者懇談会を掲げた。

参考関連図書には(70年史～長崎高商物語~90年1995~長崎大学50年史･~商短半世紀の歩み）な

どの書誌群がある。何れも母校が創立100年祭を迎える2005(H17)年以前のことになる。この時

流の中で、旧世代｢瓊林｣誌は｢東京･大阪･福岡瓊林｣誌と手を携えながら、能う限りの文化的敢闘

を続けていく。時の編集長は、三瀬清次郎(24)(~82/5)/池辺武(35)種吉義人(41)(~89/5)/赤間史

郎(41)(～99/5)/小路磐(G5)原田濟美(G6)(～00/12) 一ノ瀬剛(G4)の先達であった。なお本表右端

に同時期の学部長･瓊林会長名･就任年月を掲げた。



瓊林49~100号を巡る　世界･学部･瓊林会の動き

A世界･ 社会の動き B　長崎大学･経済学部の動き C　瓊林会関連事項/出版物
D経済学部長

瓊林会長

No48(/5) ＊南北ベトナム社会主義共和国 ＊経済学部･新校舎竣工（S46/3） *創立70周年記念式典(S50/11) 学部長

N049(/12) ＊鹿児島にて五っ子誕生 ＊経済学部体育館竣工（S51/3） ＊ ｢70年史｣刊行(S50/11) 佐藤好孝

No50(/5) ＊大学入試センター発足 ＊電算機室開設MELCOM(/4） ＊大学院開設”を決議(S52/6） (S52/4~)

N051(/12) ＊日本赤軍日航機ハイジャック 志津田氏治

N052(/5) ＊日中平和友好条約締結 *経営学科に｢情報処理｣を新設 ＊中国人同窓生の消息把握 (S56/4~)

N053(/12) ＊新東京国際(成田)空港開港 (S60/4~)

N054(/5) ＊米中正式に国交回復 ＊瓊林友の会発足(S54/1) 園田格

N055(/12) ＊OPEC原油価格引上2次石油危機 *扶揺会館(学生福祉)竣工(/3) (S58/4~)

N056(/5) ＊中国文革を全面否定･毛批判 ＊創立75年記念式典(S55/6) （S63/6）

N057(/12) ＊対ECへの豪雨型輸出を自粛 *75周年中国同窓招聘(S55/8） 岩松繁俊

N058(/5) ＊乗用車対米輸出規制168万台 *大講義室(講堂)竣工(S56/12) ＊75周年記念募金0.315億 (S61/6)

N059(/12) ＊チャールズ皇太子･ダイアナ妃結婚 野木稔郎

N060(/5) ＊国連軍縮特別委･国際的反核運動  *長崎大水害･拱橋付近道路被害 （H2/6～）

N061(/12) ＊東北･上越新幹線開業 都野尚典

N062(/5) ＊中曽根首相訪米･運命共同体発言 *｢国際化時代の企業経営｣永田会長 （H3/7～）

N063(/12) *ロツキード裁判・角栄実刑判決 ＊瓊翠会発足(S58/5) 高島忠

N064(/5) ＊中流意識90%超・勤労婦人50% *経済学部研究年報発刊 ＊日本寮歌祭･神戸寮歌祭参加 (H5/7~)

N065(/12) *英中香港返還合意文書に調印 式部透

N066(/5) *国鉄6分割･NTT/たばこ産業発足 *創立80周年記念式典(S60/6) (H7/7~)

N067(/12) ＊G5プラザ合意(/9)\260→\154 *「長崎高商物語｣読売新聞(/3) 菅家正瑞

N068(/5) ＊ソ連チェルノブイリ原発事故 *80周年記念募金1.953億 （H9/7～）

N069(/12) ＊男女雇用機会均等法施行   *｢尋ね人] 767名(18%) 杉原敏夫

N070(/5) ＊BLackMonday紐育株大暴落(23%下) *『教員選考規定』の改正 （H15/7～）

N071(/12) *連合=全日本民間労連(555万人)発足 東条正

N072(/5) ＊青凾ﾄﾝﾈﾙ･瀬戸大橋が開通 ＊大量転出(教授３･助教授３） ＊役員訃報相次ぐ （H17/7～）

N073(/12) ＊$=121.52東京外為で超ドル安 ＊土山秀夫新学長就任(S63/10) 岡田裕正

N074(/5) ＊｢平成｣へ改元・昭和天皇崩御．．．*長大評議会｢移転統合案｣を断念 ＊転出T教授母校現況に苦言 （H23/７～）

N075(/12) ＊東証株価最高\38,915(12/29) *チエンマイ大と学術交流協定 深浦厚之

N076(/5) ＊日米安保発効30年＊土地価格 *国際シンポジューム開催(/6） ＊創立85周年記念式典(H2/6) （R2/4～）

N077(/12) ＊ドイツ東西統一国家誕生 *大学院設置期成会設置(/6）   *会独自の院設置期成会(H2/12)

N078(/5) ＊ソ連邦11ヵ国邦解体(/12) *経済･経営･ファイナンス科に改組 西村宗一

N079(/12) ＊雲仙普賢岳大火砕流発生(/6) ＊長大予算全額削減(前畑局長発言） *経済学部を考える三者懇談会 （S11/9～）

N080(/5) ＊バブル崩壊･住専都銀不良債権 　　｢長大は既に"死に体”大した大学でない」 脇山勘助

N081(/12) ＊新天皇夫妻中国訪問 ＊教官と学生の懇談会(/7) ＊瓊林会と学生の話合い(/６) （S15/11～）

N082(/4) ＊細川非自民連立内閣･小選挙区 *H7大学院設置目標設定(教授会) 富永能雄

N083(/12) ＊EU皇太子成婚･小和田雅子妃 （S29/4～）

N084(/4) ＊北朝鮮ｰ金日成急死､金正日へ ＊教官12名採用(教授８･助教4） 松原与三松

N085(/12) ＊大江健三郎氏ノーベル文学賞 ＊｢原子雲の青春｣41回刊(H7/6) (S33/1~)

N086(/5) ＊阪神大震災＊円Rate=\79.75 *大学院経済学研究科を設置(/4） ＊創立90周年記念式典(H7/10) 桝屋良一

N087(/12) ＊地下鉄サリン事件、麻原逮捕 ＊LL教室を改造･PC32台導入 ＊90周年記念募金0.895億 （S38/6～）

N088(/5) ＊住専へ公的資金投入･消費税5% ＊英SFH大･BSと学術交流協定 ＊写真集｢90年1995}刊(H7/10) 原田龍平

N089(/12) ＊PCからｲﾝﾀｰﾈﾂﾄへの接続容易 （S39/6～）

N090(/5) ＊山一証券･北海道拓銀、破綻 ＊三学科を総合経済学科に改組 竹田鍈太郎

N091(/12) ＊国内総生産GNP成長率ー0.6％ ＊昼夜開講制＊教養部の廃止 (S45/6~)

N092(/5) ＊明石大橋､本四連絡ルート開通 *泰チエンマイ大と学術交流協定 池崎勇

N093(/12) *日本長信銀･債券信銀公的管理) （S47/6~)

N094(/5) *欧州連合で単一貨幣(Euro)導入 ＊電算室にMediaStation設置 永田敬生

N095(/12) ＊2000年切替､＊PHS→携帯電話 ＊｢長崎大学五十年史｣刊行(/3) （S49/6～）

N096(/5) ＊介護保険制度発足(H12/4) ＊長崎商科短期大学部廃止 ＊創立95周年記念式典(H12/6) 土井貞包

N097(/12) ＊都銀･信託･損保の大型合併続 ＊17名の実務家教官を採用 ＊｢半世紀の歩み｣商短大刊(/4) （H6/6～）

N098(/5) ＊世界同時テロ･紐育貿易C崩壊 ＊｢君若き頃西陵去って半世紀｣暁星会(/10) 田崎勇作

N099(/12) ＊小泉首相、米中韓首脳と会談 （H10/7～）

N0100(/5) ＊北朝鮮ｰ拉致被害者5名帰国 ＊共用校舎(ゼミ棟)竣工 ＊創立100周年記念式典(H17/11) 福地茂雄

N0101 ＊地球環境サミット開催 ＊女子学生(芙蓉)寮竣工 *N0107(H17/2)100周年記念号 （H13/7～）
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院無の理由は簡単”教授不足

1994(H6)

1995(H7)

1996(H8)

1997(H9)

1998(H10)

1999(H11)

1988(S63)

1989(H1)

1990(H2)

1991(H3)

1992(H4)

1993(H5)

1982(S57)

1983(S58)

1984(S59)

1985(S60)

1986(S61)

1987(S62)

1981(S56)
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